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◆定例会日程

１日目　12月21日(木) 午前９時30分～
　　　※２日目は進行状況により決定されますので、議会事務局までお問い合わせを！

報告第１号 令和４年度各会計決算特別委員会審査報告書

議案第１号 仁木町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第２号 特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第３号 仁木町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第４号
仁木町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び仁木町職員の育児休

業等に関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第５号 令和５年度余市郡仁木町一般会計補正予算（第５号）

議案第６号 令和５年度余市郡仁木町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７号 令和５年度余市郡仁木町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第８号 令和５年度余市郡仁木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第９号 仁木町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

議案第１０号 仁木町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について

議案第１１号 仁木町監査委員条例の一部を改正する条例制定について

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

意見案第９号 食料自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書

決議案第１号 パレスチナとイスラエルの市民を狙ったすべての暴力行為を非難し、即時に人道的休戦を求める決議

令和５年第４回定例会で審議すること

↓↓ 一般質問は裏面にあります ↓↓

第４回定例会は、１２月２１日から２２日までの２日間の会期で開催されます。
定例会には、町から、議案11件、諮問１件が上程され、議員から報告１件、意見

書１件、決議１件を提出しています。

第４回定例会 １２月２１日(木)開会



手続き簡単！氏名と住所を書くだけ傍聴に来てください
お問い合わせは 議会事務局 (３２－３９５４) まで

町政のここが聞きたい！

今回は私たちが
質問をします！

一 般 質 問
２１日午前１０時ごろから

佐藤　秀教 議員 合葬墓についての意向調査を

内

容

合葬墓は複数の遺骨を同じ場所に埋葬する形式のお墓であり、近年、この「合葬墓」を
検討される方が増加傾向にあり、全国の自治体で合葬墓を整備する動きが広がっている。
　また、近年、無縁墓が増えており、墓地の環境悪化を招いている。
　以上の理由から、「合葬墓」の要望等、町民アンケートを実施し、町民ニーズを把握す
る必要があると考えるが、町長の見解は。

野崎　明廣 議員 畑地化促進事業のその先は

内

容

本町の稲作農業は、高齢化や後継者不足により農地の集積・集約・保全が厳しい状況に
ある中で、この先の国の支援も不透明な状況である。
　そこで、畑地化促進事業の面積と作目、町が勧める対象作物は。また、水田から畑に変
更した場合の国から町への補助は。さらに、水田活用の直接支払交付金の対象である水田
に水を張った場合のその後の対応は。最後に、そば生産者等に町独自で支援する考えは。

山内　健生 議員 (仮称)古平・余市ウィンドファーム事業環境影響評価方法書に対する見解は

内

容

関西電力株式会社が計画しているウィンドファーム事業において、当該計画から仁
木町での設置が回避されたことに対する見解は。また、銀山地区を含む南部エリアについ
て「別事業として検討していく」としたことに対する見解は。次に、方法書に対しての意
見の内容は。最後に、再生可能エネルギーに対する基本的な考え方と今後の対応について
は。

前田　春奈 議員 仁木町すこやか子育て支援センターの建設後について

内

容

現在、本町では子育て支援センターを建設中であり、女性の活躍推進につながると考え
るが、人口減少や保育士の人材不足がある中でどのように施設が維持されていくのか不安
が残る。
　そこで、利用者を増やすための課題と対策は。また、子育て支援センター建設後の、既
存の施設の活用をどのように考えているのか。

嶋田　　茂 議員 農業経営の安定化対策について

内

容

本町の基幹産業である農業は、近年の天候不順が原因で苦しい経営を余儀なくされてい
る。農業の収益を安定的に上げていくためには、今以上の施設が必要と考える。
　そこで、農業経営の安定化対策をどのようにしていくのか。また、施設園芸促進ハウス
新設補助事業を、既存農家へ拡げる考えは。さらに、町として６次産業化をどのように考
えているのか。

上村智恵子 議員 給食費の無料化について

内

容

仁木町の小・中学校は、今、臨時交付金を活用し給食費が無料となっており、親にとっ
てはありがたい支援になっている。ここ数年の間に全国的にも小・中学校給食費無料化が
進んできたが、今後の給食費をどうするのか。
　また、保育所の給食は、にき保育園は目の前で調理された給食が提供されるが、大江・
銀山保育所は学校給食センターからの提供はできないのか。


